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受理日　平成 30 年 1 月 27 日
特集論文
1.  はじめに
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しながら審議 進めた。2010 年 7 月「大学教育の分
野別質保証の在り方について」 する 3 部構成からな
る回答（以下、「学術会議回答」）を提出した。
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4. 1.  2012 年答申






















4. 2.  第 2「将来構想」諮問
　現在 2017 年 3 月に、再度「我が国の高等教育に関
する将来構想について」という諮問が中教審に行われ
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大学は、2008 年には 41.1% であったものが、2013 年
には 58.4% に上昇している（2015 年度版）。さらに同
項目の 2015 年度調査結果では、65% となっている。
6.  教員養成課程における課題





















6. 2.  教員養成カリキュラムの実態
　現行の和歌山大学教育学部の教員養成カリキュラム
をもとに検討を進めることにする。
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科目（17.4 単位）で一日 1.8 科目（3.5 単位）となる。




主免のみだと一日 5.4 コマ（90 分 1 コマ）486 分の
学習（土日は含まない）となる。副免では、6.6 コマ




























　実際は 2016 年 8 月に教職課程のコアカリキュラム
を作成するための委員会が設置されることで進展し、





























礎知識を学ぶだけで（1）2 回、（2）3 回、（3）2 回は
必要であり、（4）で課題について、グループ討論など
の活動を入れた授業を展開するとすれば、1 つの課題









とにかく、この 2 分野 4 到達目標にそれぞれ 1 回をか
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1 ）  中央教育審議会 教育課程企画特別部会「次期学習指導要領
等に向けたこれまでの審議のまとめ」2016 年 p14。
2 ）同上、「論点整理」p34。
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日本教師教育学会年報、第 26 号、2017 年、参照。
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Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education
－Training Effects of the Special Education Forum by Videoconference System－
江田 裕介
EDA Yusuke
(和歌山大学教育学部)
要旨：テレビ会議システムを利用した広域のフォーラムを開催し、特別支援教育におけるICTの利用をテーマとした
協議と実践報告を行った。その事前、事後で参加者にアンケート調査を実施し、ICTの教育的な利用に対する意識の変
化を調べた。回答を得点化し因子分析を行ったところ、「情報化への不安」「利用効果への期待」「学びの意欲」「指導
の自信」の４つの因子が抽出された。フォーラムの参加者はICTの導入に強い期待と意欲をもつ一方、教育環境の急速
な情報化に不安を感じ、障害のある児童が活動を機器に頼ることや、心身への影響に対する懸念を示していた。また
「指導の自信」の因子得点が低かった。しかし事後のアンケートでは４つの因子すべてで得点が有意に向上し、フォー
ラムの研修効果が認められた。性別による差がみられ、ICTの利用には男性がより積極的であった。特に「情報化への
不安」と「指導の自信」の因子ではフォーラム参加後も女性の得点が有意に低かった。年代による得点の差はみられ
なかった。
キーワード：特別支援教育、ICT、テレビ会議システム、教育の情報化、因子分析
和歌山大学教育学部教育実践総合センター紀要 №24 2014
153
教員養成課程における「思考力」の育成
10
表 5　教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）
　（「教職課程コアカリキュラム作成の背景と考え方（案）」2017 年 p11。）
